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2003年 4月10日 1年前期 （入学直後）
2003年10月20日 1年後期 （授業開始後）
2004年 5月8日 2年前期 (2年進級後）
2004年10月29日 2年後期（臨床実習開
始後）


































調べるため，統計解析には SPSSVer. 7. 5 for Windows 
を用いて一元配置分散分析を行い，さらに有意差が認
められた場合は， StatF!exVer. 5. 0 for Windowsを
用いて多重比較を行った．また， CMI特殊項目の該当














実習へと入る（図 1, 図 2). 学生は，この 1年半の中
で基礎的な知識や技能から専門知識を幅広く習得する
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図 1 1年授業科目数


















の8名 (16.7%)であ った．また， 40-49点の軽度抑
うつ状態を示す学生数が最も多かったのは，第 1回（入









次に CMI領域 I~Nにおける分布状況を表 3に示
す．神経症傾向を示す領域IとWを合わせて評価する
と，最も神経症傾向を示していたのは，入学直後に実
施した第 1回調査の11名 (22.9%）であった．第 2回
調査以降の領域IとWの合計人数は，各調査時期とも







と第 2回，②第 1回と第 3回，③第 1回と 第 5回，の
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表 2 各時期における SDS得点の人数と SDS得点の分布
実施日
第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回
分散 (F値）
(n =48) (n =48) (n =48) (n =48) (n =48) 
39点以下 14 (29.2) 22 (45.8) 19 (39.6) 17 (35 4) 18 (37 5) 
40-49点 26 (54 2) 25 (52.1) 23 (47.9) 26 (54 2) 24 (50 0) 
50点以上 8 (16. 7) 1 (2.1) 6 (12.5) 5 (10.4) 6 (12.5) 0.591 
得点平均 4 1.4 4 40.20 41.48 41 37 40 81 
標準偏差 7.15 6.17 6.78 6.92 7.54 
※人数 （出現率 ；％），得点平均は SDS得点の平均
表 3 各時期における CMI領域分布
実施日
第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回
分散 (F値）
(n =48) (n =48) (n =48) (n =48) (1 =48) 
領域 I 17 (35 4) 21 (43.8) 26 (54.2) 21 (43.8) 24 (50.0) 
領域I 20 (41 7) 20 (41 7) 15 (31.3) 19 (39.6) 17 (35.4) 
領域I 7 (14 6) 7 (14 6) 6 (12 5) 8 (16. 7) 7 (14.6) 4.216** 
領域N 4 (8.3) 0 (0.0) 1 (2 1) 0 (0.0) 0 (0.0) 
i 
11 (22.9) 7 (14.6) 7 (14.6) 8 (16.7) 7 (14.6) ！領域II.w 
※人数 （出現率 ；％），＊ P <0.05 •• P <0.01 
表 4 CMI多重比較 (Tukey検定）結果


































のB群の 7名 (24.1%)であった．他の時期を見ても ，
A群は 0~2名であるのに対し， B群は 1~ 6名と明
らかに人数が多かった．また， 40-49点の軽度抑うつ
状態を示す学生数が最も 多かったのは，第 1回 （入学





また，統計学的に見ても ，第 2回 (1年後期授業開
始後）を除いた他の時期において，有意差が認められ
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その結果，第 1回(r=0.516, P <0.01)，第 2回(r= 
0.540, P <0.01)，第 3回 (r=0.397, P <0.01), 
第4回 (r=0.514, P<0.01)，第 5回 (r=0.514, 
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図 7 CMI神経症判別図 （第 4回）
表 5 CMI特殊項目出現状況
CMI特殊項目 第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回
汲琶 2 1 
希望がない 1 1 1 1 2 
自殺傾向 1 1 1 
神経症の既往 1 1 1 
粕神病院入院既往
家族精神病院入院既往
易怒性 10 ， 10 10 8 
強迫観念 3 2 1 4 1 
理由のないおびえ 2 1 1 2 
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表 6 CMI特殊項目該当者有無別 各時期における SDS得点の人数 と SDS得点の分布
第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回
実施日 A群 B群 A群 B群 A群 B群 A群 B群 A群 B群
(n =19) (n =29) (n =19) (n =29) (n =19) (n =29) (n =19) (n =29) (n =19) (n =29) 
39点以下 10(52.6) 4 (13.8) 9 (47 4) 11(37.9) 10(52.6) 9 (31. O) 11 (57 9) 6 (20. 7) 11(57.9) 7 (24.1) 
40-49点 8 (42.1) 18 (62 1) 10(52.6) 17(58.6) 9 (47.4) 14(48 3) 8 (42.1) 18 (62.1) 6 (31 6) 18(62.1) 
50点以上 1 (5.3) 7 (24 1) 0 (0.0) 1 (3.4) 0 (0.0) 6 (20. 7) 0 (0.0) 5 (17 2) 2 (10.5) 4 (13.8) 
得点平均 38.00 43.59 38.21 41.17 38.32 42.90 38.26 43.14 38 21 42.52 
標準偏差 7 38 6 16 5.68 6.31 6 32 6.41 6.80 6.36 8 03 6.81 
t値 -2.840** -1.652 -2 436* -2.528* -1. 996* 
※人数 （出現率 ；％），得点平均は SDS得点の平均，＊P<0.05 * P <0.01 
表 7 CMI特殊項目該当者有無別 各集団に おける CMI領域分布
第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回
実施日 A群 B群 A群 B群 A群 B群 A群 B群 A群 B群
(n =19) (n =29) (n =19) (n =29) (n =19) (n =29) (n =19) (n =29) (n =19) (n =29) 
領域 I 13(68.4) 4 (13.8) 14(73.7) 7 (24.1) 15(78.9) 11 (37 9) 12(63.2) 9 (31. 0) 17(89 5) 7 (24 1) 
領域I 6 (31. 6) 11(37.9) 5 (26.3) 8 (27.6) 
領域I 0 (0.0) 7 (24.1) 0 (0.0) 7 (24.1) 
領域w 0 (0.0) 4 (13.8) 0 (0.0) 0 (0.0) 
I領域m.w 0 (0. 0) 11(37.9) 0 (0.0) 7 (24.1) 
t値 -5.310** -4.026** 
調査した 5回の SDS得点平均がいずれも軽度の抑う
つ状態を示す40から49点の間であり，福田らの結果よ
















域Wに限れば，学生集団では 7~ 8 ％を一応の基準と
してよ いと考えられている．本研究では，入学直後に
4 (21 1) 6 (20 7) 7 (36.8) 4 (13.8) 1 (5 3) 10 (34 5) 
0 (0.0) 6 (20. 7) 0 (0.0) 8 (27 6) 1 (5.3) 6 (20. 7) 
0 (0.0) 1 (3.4) 0 (0.0) 0 (0 0) 0 (0.0) 0 (0.0) 
0 (0.0) 7 (24.1) 0 (0. 0) 8 (27.6) 1 (5.3) 6 (20.1) ! 
-3. 682** -2.967** -4 437** 












































































































72 岸本光代・永瀬澄香 • 福永浩子 ・ 藤田俊夫
康に関する研究，川崎医療短期大学紀要24: 41-48, 2004. 
3)福田一彦，小林重雄 ：日本版 SDS自己評価式抑うつ性尺
度 Self-ratingDepression Scale使用手引：三京房， 3-
15, 1983. 
4)福田一彦，小林重雄：自己評価式抑うつ性尺度の研究，精
神神経学雑誌75: 673-679, 1973. 
5)ーノ瀬裕子，村田豊久 ：現代女子大学生の心理的特性につ
いての研究一 抑うつ傾向と自己認識のあり方の視点から一，
九州神経精神医学44(2) : 147-154, 1998. 
6) 金久卓也，深町 建，野添新一 ：コーネル・メディカル ・
インデックス， 三京房， 2001.
